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１．はじめに
　文部科学省は，平成１３年度から現職教員特別参加制
度を創設し，５年間で３５３名の教員が派遣された（２００７
年２月時点，（独立行政法人国際協力機構青年海外協力
隊事務局，２００７））．帰国後は国際理解教育や各教科教
育における指導力の向上などが期待できることから，
この制度に積極に取り組む教育委員会も増えている．
しかしながら，これまでの帰国後の還元活動は，個人
の努力に負うところが大きく，体験談の報告などにと
どまり，経験を生かす場があまりないこともあり，経
験が十分に活用されない場合が多い．
　そこで鳴門教育大学が実施している「派遣現職教員
の活動の幅を広げるハンズオン素材とその活動展開モ
デルの開発」に関連させて，上記の交流イベントを実
施することにより，理数科を中心とする教育関係帰国
隊員のネットワークを強化し，組織的に協力隊経験を
教育現場に還元する国際教育協力モデルを検討した．
２．目　　的
　本交流イベントは，文部科学省の「国際協力イニシ
アティブ」教育協力拠点形成事業の一環として，青年
海外協力隊北海道 OB 会が実施したものである．主な
目的は，次の通りである．
３．交流イベントの概要
　平成１９年１２月８日，JICA 札幌にて交流イベント
を行った．
　当日は，青年海外協力隊北海道 OB 会の小・中・等
学校の帰国教員などが中心となって運営．道内の小・
中・高等学校の主に開発教育／国際理解教育を実践さ
れている教員４４名と一般市民９名の参加により，
JICA 青年研修事業（英語圏アフリカ）のウガンダ，タ
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Abstract：In this paper, the result of international exchange event, named “Let’s talk 
about Math & Science Education with JICA Paticipants, Ex-JOCV teachers and  
Japanese teachers” is reported here. It is a part of “International Cooperation 
Initiative” promoted by MEXT. 
　　　　　First there is the content of this event, then ideas for applying the experience of 
Ex-JOCV teachers to math and science education are reported here.
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①　JICA 研修員・教育関係帰国隊員との交流を通
して，教育や国際協力の在り方を探る．
②　現職教員特別参加制度や帰国隊員の活動を参
加者へ紹介し，国際協力についての啓発を行う．
③　教育関係帰国隊員のネットワークを強化し，
教育関連研究会とのネットワークづくりを推進
する．
④　教育関係帰国隊員として，帰国後の教育協力
の在り方を探る．
⑤　国際協力イニシアティブの取組を参加者へ紹
介し，ハンズオン素材の作成協力を依頼する．
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ンザニア，マラウイからの理数科教員（以下，研修員）
２１名と共に交流が行われた．以下は，交流イベント
のプログラムである．
４．アクティビティ１
⑴　発表者
　宮古昌（ケニア派遣，北海道立理科教育センター）
⑵　サイエンスショーについて
　北海道立理科教育センターの境研究室長がサイエン
スフォーラムにおいて行い科学の哲人に輝いた，参加
型の「石」をテーマとしたサイエンスショーを紹介した．
⑶　サイエンスショーの概要と位置づけ
　このサイエンスショーは，単なる「面白み」，「驚き」
をアピールするショーではなく，道ばたに落ちている
ような何気ない石の中にも，様々な情報が含まれてい
て，その情報を活用することで山の生い立ちなどを知
ることができるということを考えてもらうショーであ
る．今回の交流イベントの最終テーマは「理解するっ
てどんなこと」であるため，石の中の情報を読み取る
具体的な方法から始め，終わりにはその情報を活用す
るところまでを一連のショーで行い，「科学を伝える方
法」や，「理解するってどんなこと」について，「問題
提起３」で議論をするときのヒントになればと思い
行った．
５．問題提起１
⑴　発表者
　樋口和彦（ウガンダ派遣）
⑵　話の概要
　ウガンダについて地理的説明などを行った後，ウガン
ダの教員養成学校での活動について紹介．学校では，日
本クラブをつくり，日本文化等を紹介したことや，授業
では「学ぶ生徒が笑顔になること」を目指す試みとして，
数字体操などを行ったことを紹介した．また，校外では
孤児をサポートするNGOとも協力したことを紹介した．
しかし，この問題提起１は，プログラム最後の問題提起
３を行うための教育事情に関する情報提供と位置づけ
たため，踏み込んだ話は避けてもらった．
６．問題提起２
⑴　発表者
　Ngerageza Edina Ngerageza（タンザニア研修員）
⑵　話の概要
　タンザニアの教育事情（就学率，政府とそれ以外の
教育関連機関，政府によるシラバス改訂）や教育制度
（初等・中等教育（O レベル，A レベル）の流れ）に
ついて紹介した．また，教員を目指すようになったきっ
かけが，中等学校時代の化学の先生が現在北海道で教
員をされている帰国教員であり，その授業で化学の面
白さを学んだことであることを披露した．
７．アクティビティ２
　アフリカといっても教育環境は一様ではないが，教
室に教科書が数冊しかないような状況で，教員は統一
試験の得点率をあげることに一つの使命を感じている
【開　　会】
開会挨拶　「現職教員特別参加制度」「国際協力イニシア
ティブ事業」の紹介と説明．
【アクティビティ１】観察・実験サイエンスショー
「石って面白い？！〜科学を伝える方法〜」
○サイエンスショーを通して，科学を伝える方法につい
て考えてみます．
【問題提起１】
「マラウイ・ウガンダで取り組んだこと」
○教育協力は特に今後，主導的役割があるといわれてい
ます．ここでは「マラウイとウガンダ」における理数
科教育の現状と青年海外協力隊による教育協力のあ
り方について，教材体験を交えながら考えます．
【問題提起２】
「タンザニアの教育事情についてみんなで考えてみよう」
○アフリカにおける理数科教育の問題点は様々ありま
すが，根底には日本と同様の問題も存在します．タン
ザニアの理数科教育の現状を日本と比較することで，
日本の教育を見つめるきっかけとします．
休　　憩
【アクティビティ２】ポスターセッション
「途上国で実験実習指導は有効だろうか？」
１．帰国教員が開発したローコスト教材・実験等の紹介
と活用についての話し合い
２．数学教材の紹介と活用についての話し合い
○途上国における実験実習をアフリカからの教員と一
緒に体験していただき，その有効性を途上国の視点か
ら考えていただきます．
【問題提起３】
「学びについて語ろう！〜途上国と日本の教育事情か
ら〜」
１．途上国における理科教育問題の視点からの気づき
２．途上国における数学教育問題の視点からの気づき
○開発途上国の問題や現状について理数科教育の視点
から見つめ，アフリカからの教員や青年海外協力隊
OB とともに知見を深めることによって，広く「学び」
の意義や可能性を語り合います．
【閉　　会】
アンケート　ふりかえり　閉会挨拶
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中，果たして，日本の理数科協力が推し進めている身
近な素材を用いた実験・実習などを中心とした問題解
決的な学習法が，途上国の教育状況やニーズに応じた
ものなのかどうかを，ポスターセッションの形式で，
７ブース１０テーマの実験や調査研究の紹介を通して，
研修員と参加者が一緒に実験・実習などを体験するこ
とにより，その有効性を途上国の視点から考えてみた．
⑴　大気圧実験（ふくらむ風船）とアルコールランプ
作り
①　担　当
　　千葉恵市（フィリピン派遣，利尻町立利尻仙法
志中学校）
②　ブース内容
　　フィリピンに派遣されていたときに開発した，
圧力と体積の関係，圧力と沸点との関係を，実感
を伴って理解させることができる実験を紹介した．
また，任地で作成した物理の実験集を展示し，ア
ルミ缶でアルコールランプを作る方法を紹介した．
③　研修員から出された意見
・現地でも簡単に購入できる材料を使っているのが
良い．
・とてもおもしろい．
・目で見てすぐに実感できる．
　また，派遣されていたときに作成した物理の実験
集を展示していたが，それを見て，とてもいい本だ．
ぜひ購入したいという声が何名もの先生から寄せ
られた．
④　参加者から出された意見
　・マシュマロ以外でどんなものが使えるのか．
⑵　アルコールの引火実験
①　担　当
　　片山一之（パプアニューギニア派遣）
②　ブース内容
　　パプアニューギニアへ派遣されていたときに
行った，アルコールの引火実験を紹介した．また，
アルコールの性質とアルコールランプを安全に使
用するための取り扱い方を紹介した．
③　研修員の反応
　　アルコールが引火して紙コップが上に飛び上
がっていく様子を見て，びっくりすると同時に，
興味深く実験を見ていた研修員の姿が印象的で
あった．また，ある研修員は，ホワイトボードに
書いた実験の説明を一生懸命に板書していた．
　　「この材料なら自分達の国でも調達できるで
しょ？」との質問に対し，笑顔で「はい」と返事
していたことから，アフリカでも十分実践可能な
実験であると考える．
⑶　水滴君（水滴顕微鏡つくり）
①　担　当
　　寺内まどか（リベリア派遣，北海道士幌高等学
校）
②　ブース内容
　　「国際協力イニシアティブ」で作成中のハンズオ
ン素材の一つである，北海道立理科教育センター
が開発した水滴顕微鏡「水滴君」の作製方法とそ
の使用方法を紹介した．
③　研修員から出された意見
　　水滴顕微鏡では，熱心にのぞき込み，はっきりと
細胞が見えると歓声をあげていた．「自分の国では
顕微鏡は非常に高価なので，これは是非国に帰っ
たら学校でやってみたい．」との意見が多かった．
⑷　大地色のクレヨンを作る
①　担　当
　　新谷拓己（マラウイ派遣）
②　ブース内容
　　「国際協力イニシアティブ」に提出したハンズオ
ン素材の一つである，北海道立理科教育センター
が開発した大地色のクレヨン作りを紹介した．
写真１　大気圧実験の紹介場面
写真２　水滴君の紹介場面
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③　研修員から出された意見
　　大変興味を持ち，実際にクレヨン作りに挑戦し
た研修員もいた．クレヨン自体はアフリカ各地で
も使われているが，実際に作ることできることに
感心していた．
　　材料についての質問があったが，現地入手につ
いては心配がないことがわかると，帰国後の作製
に意欲的な姿勢を見せていた．
④　参加者から出された意見
　　材料の一つである粘土質の土をどのように入手
するのかという質問が一番多かった．自然の土か
ら採取する方法を説明したが，日本であれば火山
灰は沢山あるので，地域のものを使うことも可能
であることを伝えた．研修員に限らず，参加者の
中にも自ら挑戦したいという方が多数いた．また，
自作したクレヨンを持ち帰ることができ大変喜ん
でいた．
⑸　マイクロスケール実験
①　担　当
　　村上玄一郎（ケニア派遣，別海町立中西別中学校）
②　ブース内容
　　東北大学の萩野先生らが中心となり研究をして
いるマイクロスケール実験を紹介し，見本教材を
提供した．
③　研修員から出された意見
　　マイクロスケール実験にはかなり興味を持った
研修員が多かった．特に薬品の量が少量で行える
点を評価していた．今回は電気分解実験を紹介し
たが，他にどのような実験があるのかを質問され
た．帰国後もやってみたいという意見もあった．
④　参加者から出された意見
　　研修員と同様，マイクロスケール実験の良さに
共感する参加者が多く，特に小学校の先生は薬品
が少量のために，安全性が上がることについても
感心していた．また，廃液処理も少量，少人数で
行える点なども評価が高かった．マイクロスケー
ル実験がのっているホームページを紹介した．
⑹　圧気発火器と夕焼けモデル
①　担　当
　　若木順（ケニア派遣，別海町立西春別小学校）
②　ブース内容
　　広く一般的に行われている，気体を加圧して発
火させる圧気発火器を用いた実験と，ペットボト
ル容器で夕焼けを再現するモデル実験を紹介した．
また，見本教材を提供した．
③　研修員から出された意見
　・local material を使った実験は大変興味深い．
　・アクリル管は手に入らないかもしれない．ガラ
ス管では無理か？→ガラス管だと破損しやすいの
でかなりの危険を伴う．
⑺　数学の調査研究
①　担　当
　　杉山正彦（タンザニア，ザンビア派遣）
②　ブース内容
　　タンザニアの中等学校Ｏレベルでは数学が必須
科目であるが，数学の成績は非常に悪い．O レベ
ルの国家試験では，７割以上の生徒が数学で不合
格（合格点は３５点）となっていた．数学の学力
不足の原因をさぐるために，JOCV の理数科教師
隊員が活動していたいくつかの中等学校で実施し
た『数学基礎力テスト』について報告した．
③　研修員から出された意見
・私は「借金」の概念は使わずに，数直線を使って
教えている．
④　参加者から出された意見
・日本の児童でも，同じような間違いをするものが
いる．
写真３　大地色のクレヨンを作るの紹介場面
写真４　数学の調査研究の報告場面
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⑻　まとめ
　研修員には参加者とは別に，紹介した実験の有効性
について，アンケート調査を行った．質問項目は，以
下の３項目である．
質問１：「あなたの勤務している地域において，これ
らの実験・実習で使われている素材は調達可能で
すか」（図１）．
質問２：「これらの実験・実習の内容はあなたの国の
学習指導要領の指導内容に当てはまりますか」（図
２）．
質問３：「これらの実験・実習を帰国後に実践しよう
と思いますか」（図３）．
　また，各質問では理由も聞いた．
　　アンケート調査の結果は次の通りである．数字は
人数を示している．
　この調査結果から，６ブース８テーマの実験・実習
に使われている素材に関して，この３カ国では，ほん
どが調達可能であるが，一部の地域においては，滅菌
ピペット，製氷皿，アクリル管の調達が難しいことが
わかった．内容に関しては，クレヨン作りが，シラバ
ス上教えるところが定まらないようであった．しかし，
全ての紹介した実験・実習に関しては，授業で取り入
れようと考える研修員がほとんどであった．
　またコメントとして，
などの好意的なコメントが寄せられていることから，
実験・実習に興味を持ち，日本の理科教育の中から自
国の教育改善に資するものを見いだしているようであ
り，教科書の中だけで扱われている，実験を覚えるだ
けの授業には意味がないと考えているようで，自国教
員の意識変革や授業法の改善が必要であると考えてい
るようであった．以上のことから，ポスターセッショ
ンで紹介した意義は大きかったと考える．
　各ブースの担当者からは，ポスターセッションの義
や運営に関して，次のような意見がでた．
図１　質問１の結果
図２　質問２の結果
図３　質問３の結果
・市販のものではなく身近な素材で，実験を行う
工夫を学べた．
・興味を持たせることができる．
・授業との関連を深め，実感を持たせることがで
きる．
・身近なもので教具の代用ができる．
・ものづくりを生徒とともに行うことにより，も
のをつくる知恵を与えることができる．
・試験に合格させるだけでなく，実際にものを使っ
て教えることの重要性を改めて認識した．
・数学の調査研究は国へ帰ってからの数学の指導
法の改善に役だった．
・このようなイベントでポスターセッションを行
うことができたのは，とても有意義だった．なぜ
なら，教員が理科教育を考える上で最も苦労する
部分が実験の工夫だからである．教科書に載って
いる薬品が手に入らず，現地で調達できるもので
実験を行わなければいけない環境にいた隊員は，
研修員と同様の苦労をしており，帰国後の教員経
験で新たに得た工夫も含めて，このようなポス
ターセッションで研修員と実験方法などについて
交流を行うことは，帰国後の活動としては両者に
とってとても有意義なことと考える．もっとこの
ような活躍の場があるとよい．
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　今回は初めての試みということもあり，紹介した実
験の多くは国内で使われているものが多かったが，今
後，帰国隊員が任国で開発した教材や任国で行った調
査研究を通して，研修員と参加者が理数科教育につい
て交流を深めて行くことは，双方にとってとても有意
義な研修になるものと考える．今後，どのような場を
利用して，どのような方を対象とするのかなどにより，
このポスターセッションは，広がりのある活動となる
可能性を感じた．
８．問題提起３
⑴　南アフリカの事例より（数学）
①　担　当
　　岩崎弘之（南アフリカ派遣，北海道石狩翔陽高
等学校）
②　おもな話の流れ
　　南アフリカでの活動紹介と現地校の授業風景を
提示した後，現地教員の板書（三角関数）があま
りに暗記一辺倒になっていることを提示．勿論，
国々での背景や教育環境の違いがあり，南アフリ
カでは統一試験をパスすることが至上命題となっ
ているが…．「皆さんはどのような数学指導上の工
夫をされますか」ということを話し合ってもらっ
た．
③　意見発表にて出された意見（一部）
・小学校とマイナスの数が加わる中学校とでは数学
の難しさにおけるギャップは日本でも同じである。
また，「わからない」ことがモチベーションの低下
に繋がることも日本と同じである．そこで「生徒
にどうわからせていくか」ということが重要とな
るのでは．（参加者）
・限られた時間の中で，膨大なシラバスがある．ま
た統一試験などで結果が悪いと，文部省などから
指導が入るため，シラバスをこなすことが優先に
なってしまう．その結果，「なぜ？」や「楽しさ」
を教える余裕がないという悪循環がある．（研修
員）
⑵　ガーナの事例より（理科）
①　担　当
　　今岡俊二（ガーナ派遣，北海道名寄光凌高等学
校）
②　おもな話の流れ
　　ガーナの学校紹介をした後，体験に基づいて「理
解するってどんなこと」，「計算機は必要か」とい
う２つの問題提起を行った．
　　赴任して間もなくの時，小テストにおいて化学
反応式の問題を出したが，一部の問題を除き全く
できなかった．テスト前に「わかりましたか」の
問いに自信満々に「はい」と答えていたのに．な
ぜ生徒は理解したと答えたのだろうか．テスト前
の生徒の様子とそのスト結果を使い，「理解するっ
てどんなこと」，生徒にとって「理解する」とは何
だったのかということを話し合ってもらった．
　　また，計算を伴う授業では計算機を使うことが
認められていた．しかし，とっさの単純計算など
でも計算機を頼ったり，計算機で出た答えを信じ
てしまう．検算の習慣もほとんどない．授業にお
いて「計算機は必要か」ということを話し合って
もらった．
③　意見発表にて出された意見
・授業で習った問題だけ出来た．理論が分かってな
いので，習っていないものはだめだった．一部出
来る生徒のものを，他の生徒がカンニングした（参
加者）
・わかったと答えて早く授業を切り上げたかった．
「わかったか？」と質問すること自体がよくない．
そう質問されれば生徒は「わかった」と答えざる
を得ない．具体的な質問をするべき．（研修員）
⑶　まとめ
　この交流イベントの最後のプログラムとして，参加
者・研修員・帰国教員が教育に関してこのような場で
・ポスターセッションは，限られた時間で多くの
実験を紹介できるので，このようなイベントでは
一番良いスタイルだと思う．ただし，体験型のス
タイルも今後検討の余地がある．
・理科以外の先生がみてもわかりやすいものを選
んだのが良かった．
・少し時間が少なかったように思う．ゆっくり見
て回る時間的余裕があるとよい．
写真５　問題提起の場面
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意見を交わす時間をもてたことは有意義であったとい
える．特に，これまでの流れで，ある程度の情報が参
加者に伝わったため，個人的に抱えていた質問や意見
が出しやすかったように感じる．
　運営者からは，この問題提起の意義に関して，次の
ような意見が出た．
　また一方で，次のような運営に関する反省点も出さ
れた．
９．参加者からのアンケートによる評価
⑴　参加者の研修目的
　図４は，「今回の参加の目的について」に対するアン
ケート調査の結果である．
　多くの参加者が，理数科の教員ではなく，開発教育
／国際理解教育を実践されている教員であり，その研
修目的は様々であったことがわかる．
⑵　研修プログラムについて
　図５は，各プログラムに関し「当初の研修参加の目
的を達成するための参考となりましたか」に対する，
図６は，やや具体的に聞いてみた，「今後も機会があれ
ば，今回のような青年海外協力隊帰国教員とアフリカ
からの教育者を交えた交流イベントに参加したいです
か？」に対する，アンケート調査の結果である．
　今回の参加者の多くが理数科の教員ではなく，開発
教育／国際理解教育を実践されている教員が多かった
ことから，満足のいく内容となるのか心配したところ
もあったが，アンケート結果からは，参加者の多くが
各自の研修参加目的を達成できたと考える．同時に帰
国教員と研修員との実際の生の声が聞こえる交流は今
後も続ける価値のあるものと考える．また，参加者の
コメントからは，次のような好意的な感想が多く寄せ
られ，参加者には，理数科教育の具体的な指導法はも
とより，様々な視点から理数科教育あるいは教育その
ものの在り方を考える機会を得ることができたといえ
る．
・このような参加者・研修員・帰国教員が交流で
きる機会を設けることは，帰国後の活動の一つと
して意義あるものと思う．１つ目は，途上国の教
育環境等について理解している日本人がいるとい
うことを研修員に理解してもらうことができ，ま
た，そんな中で「研修員の皆さんは母国で頑張っ
ているよね」といった『手放しで，説明抜きで』
共感できる日本人がいるということを示すことが
できること．２つ目は，帰国後も何らかの形で国
際協力に関わっていきたいと考えている教育関係
帰国隊員の連携を深める場になるということ．
・帰国教員が橋渡しとなり，日本の教師と研修員
とが理数科教育を話題とした意見交換を行うこと
は，互いに他国の教育事情を通して，自国の教育
事情や教育に関する考え方を振り返る意味で刺激
になったのではないかと思う．
・途上国の教育事情や隊員活動を知ることは，教
育関係者として有意義なことであると思う．
・ターゲットとする学年（小中高のどれか）を明
確にしなかったため，討議内容が明確にならな
かったのではないか．
・参加者の目的が様々であったため，特に，アフ
リカの人たちと直接いろんな話しをしたいという
参加者にとっては，意見交換の時間が足りないプ
ログラムであったかも知れない．
図４　参加目的
図５　目的の達成度
図６　また参加しようと思うか
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　しかし，次のような，プログラムの内容が盛りだく
さんだったことによる運営上の課題や参加対象者の設
定に関する課題などのコメントも寄せられた．
１０．研修員からのアンケートによる評価
　研修員には，「あなたの青年研修参加の目的にとって，
この交流プログラムは役立ちましたか」という問を行
い，コメントをもらった．
　研修員全員から，この交流イベントは彼らの研修に
「大いに役立った」という回答を得ている．
　コメントからは，
などの好意的な感想がとても多く寄せられた．
　しかし，研修員からも，
などの時間に関する課題と議論の内容に関する運営の
助言をいただいた．
１１．成果と課題
　この交流イベントを通して，札幌近郊の教育関係帰
国隊員と道内の小・中・高等学校の帰国教員とのネッ
トワークが今まで以上に強まったことは大きな成果で
あり，何よりも交流イベント自体が企画した教育関係
帰国隊員自身の勉強になった．また，内容が盛りだく
さんであったが，アイスブレーキング⇒話⇒自由に動
ける交流活動⇒話と議論と，限られた時間内ではうま
くまとめることができたと考える．
　アフリカからの研修員と参加者の交流を通して，途上
国と日本の理数科教育とを比較し，様々な角度から理数
科教育について考え，意見交換をし，お互いの教育を見
つめ直すこのような学びの場を提供することで，協力隊
経験を発信・共有できたことも大きな成果である．
　一方，課題として，タイムマネージメントの強化が，
参加者，運営者の双方から指摘として出された．目的
をより絞り，参加者を限定するなどの工夫や，ポスター
セッションでは，ポスターやレジュメに差があったた
め，ある程度，規格（レジュメの書式，日本語・英語
両方準備するのかどうか，など）を決めて，統一を持
たせる必要がある．
　今後同様の交流イベントを企画するに当たりポス
ターセッションにおいては，帰国隊員が任地で開発し
た教材を多く紹介したり，逆に参加者に小・中学生くら
いのレベルでやり易く，且つ分かり易い実験を紹介し
・アフリカの教育者の方と直接議論できて刺激と
なった．
・アフリカの先生たちと少しですが直接話せたこ
とが一番の財産です．
・国際協力と言われただけでは伝わらない実情や
細かい点を知ることができた．どの内容も伝えた
いことがあって，ためになった．
・海外でも指導内容や指導方法で困るポイントは
同じなんだという印象を受けた．
・他国の理数科教育の指導法や教育全般がどのよ
うになっているのかがわかったのは，大きな収穫
でした．
・学校へ戻って生徒に伝えることが多くあります．
また，生徒をいつかアフリカへ送り出したいと思
いました．
・途上国の状況を学ぶことによって，日本の教育
状況の見直しができた．これを日本の教育に反映
できる場はあるのでしょうか．
・開式の挨拶で「日本はどうなってしまうのか」
との話があったが，国際交流だけでなく教育の大
切さを改めて感じる一日であった．
・ポスターセッションは色々と沢山みることがで
きて良かった．授業で活用させていただきます．
・理数科教員としてアフリカに行ってみたいと思
いました．
・知人の誘いで参加したが，それがなければわか
らないままでした．もっと強く募集をかける方法
がないかと感じました．
・もっと内容について話せる時間，交流できる場
面があれば良かった．
・日本には足りないものを，アフリカの研修員の
目から見た観点で聞きたかった．
・お互いの国の教育というものを柱に意見し合う
ことは，研修の趣旨からして必要なのではないか
と感じた．
・理数中心の話だった．他の教科もあるとよいで
すね．
・全てのプログラムが興味深かった．帰国後，生
徒や同僚へ学んだことを伝えたい．
・多くの日本の先生方と議論できたことは貴重な
経験となった．お互いに有意義であったと思う．
・もっと時間が必要だった．
・とても多くのことを学んだが，より特定の分野
でもっと具体的な議論ができると，さらに深く経
験を共有できると思った．
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てもらうなどの実験に関して交流を深める工夫や日本
の児童・生徒も参加できるプログラムを工夫し，お互い
に教育現場に戻ってから，より教育現場に還元できる
ものへと改善していく必要がある．また，この種の交流
イベントはリピーターが多いことを想定した上で，初
めての参加者同様，「面白い」と思わせる楽しい企画作
りも必要だろう．
　ネットワークを広げ，交流イベントの目的を浸透さ
せるためには，理数科以外の職種の帰国教員にも協力
をお願いしながら，新しい視点を取り入れる工夫をし
ながら，継続した取組も必要となってくる．
１２．充実した帰国後の還元活動のために
　今回の交流イベントを通して，帰国教員には帰国後
の還元活動について，次の２つの志向があることがわ
かってきた．
　現在，日本人学校の帰国教員は帰国後，国際理解教
育研究会という場で活動を続け，帰国後，日本の教育
に貢献をしている．青年海外協力隊の帰国教員には青
年海外協力隊でなければ得られない，実際に途上国の
教育現場で教え，地域の住民と生活を共にしてきたと
いう貴重な経験がある．青年海外協力隊の帰国教員も
同様に，国際貢献のみならず帰国後も日本の教育など
にもっと貢献することが望まれている．また一方で北
海道に限らず，青年海外協力隊の帰国教員は，帰国後
の４月には異動となってしまい，派遣前の学校で帰国
報告をする機会も無く，新しい学校で日常業務の忙し
さと派遣前の学校との環境の違いにより，協力隊経験
を活かす場も持てず日々が過ぎていく等の現状である
ことも明らかとなった．そこで，帰国後の教育の還元
活動を行っていくためには，帰国教員のネットワーク
をつくり，その中で，派遣前の教員と帰国教員との交
流の場を事前に持ったり，帰国後も交流を継継するこ
とができる組織体制をつくることが必要となってくる．
　しかし，いくつかの課題もある．
　理数科教育協力は主に大学等が行っており，帰国教
員が協力できる機会がほとんどない．今回，当 OB 会が
受託した JICA 青年研修のようなやや専門性が低い教
育協力に，実践的な観点で帰国教員が関われるように，
などの，途上国と教員間の交流や学校間の交流が図れ
る施策を工夫する必要があると考える．
　また，帰国後の組織的な教育活動を行うには，まず
ネットワークの強化が必要だが，帰国教員は，バラバ
ラに帰国してくるため，まとまって集まる機会を得な
いまま，地方へ戻ることになる．また，今回のような
交流イベントを行う場合，通常は予算措置がなく，ボ
ランティアベースで行うため，地方から帰国教員を呼
ぶことは難しく，結果として都市部の帰国教員のみが
関わることとなる．あるいは，「JICA 研修員の学校訪
問」を利用して，地方の学校へ研修員を呼びたいと考
えても，予算面，研修員の研修目的外のプログラムで
あるという理由から，関わりを持つことができる帰国
教員はやはり都市部に限られるという現状がある．帰
国教員の帰国後の活動を支援するのであれば，
などへの支援も考えられるのではないだろうか．
　今後，多機関が連携をして，知恵を出し合い，帰国
①　教育現場にも還元できるような理科，数学な
どの専門性を生かした教育協力，交流活動に関
わること．
　例えば，今回のポスターセッションのような実
験紹介などを行うことにより，継続的に研修員と
関わりを持つこと．より実践的な深い内容で，し
かも生徒を巻き込んだ交流とするため，勤務して
いる学校に専門を同じくする研修員を受け入れ，
一定の期間，授業・実験・教材開発・話し合いな
どを行ったりすること．あるいは，帰国教員が研
究会を組織し，そこで組織的な専門性を生かした
持続可能な教育協力，交流活動を行うこと．
②　協力隊経験を発信しその共有を図ることがで
きるような，開発教育／国際理解教育等の教育
活動に関わること．
　例えば，地方の学校に勤務していても，都市部
で研修を行っている様々な職種の研修員を学校へ
訪問させ，生徒との交流を持たせること．今回の
ような交流イベントを継続的に行うこと．
・大学や受託団体が積極的に帰国教員を活用する
・何らかの基準を設けて，学校が数年間に渡り継
続して実践的な研修のための研修員を受け入れる
ことができる機会をつくる
・カウンターパートなどを帰国後に呼ぶことを可
能にするなど，途上国の一般教員が日本に来る機
会を増やす
・帰国教員のネットワークを強化するために，都
道府県レベルで帰国教員を集める場を設けること
・交流イベントを行うための予算やそれに関わる
旅費
・地方の帰国教員等が既に研修目的で来日してい
る多職種の JICA 研修員などを学校へ呼べるプロ
グラム
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教員が継続して協力隊経験を教育現場に還元すること
ができる方策を見つけ出していく必要がある（図７）．
１３．おわりに
　過去に日本は国外から理数科の手法を吸収し，それ
を国内で消化し，日本の理数科教育としての教育手法
を確立してきた．教育界のグローバル化とは，英語を
学ぶだけではなく，例えば日本の理科教育の手法を国
外へ発信をし，それが返信され，その過程で教育の在
り方を深化させ，総合的なレベルを上げることと考え
ると，国際理数科教育協力はまさに国内の理数科教育
を深化させるものにもつながる．
　今回，途上国と日本の理数科教育とを比較し，お互
いの教育を見つめ直す学びの場をつくることで，協力
隊経験の発信・共有を図ることができた．また，この
ような教育現場での交流の橋渡しをする活動は，協力
隊経験者の得意分野であり，帰国後の教育現場への還
元活動でもある．今回の交流モデルはその一例であり，
形態は様々考えられるが，このような活動を継続する
ことが，教育のグローバル化への対応につながり，最
終的には子供たちの国際的な素養を育て，今後の我々
人類がともによりよく生きる知恵につながるものと考
え，帰国教員の海外での教育経験が教育現場に還元さ
れる有効な活動方法を今後さらに検討して行きたい．
　文部科学省国際課には，「国際協力イニシアティブ」
として，交流イベントを行う貴重な機会と多大なる支
援をいただいた．また，JICA 札幌には会場の提供と広
報活動で多大なる支援をいただいた．この場をかりて
お礼申し上げます．
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